
 平成23年度当初予算　予算要求シート

-

今年度要求のポイント

利用状況の推移を把握しつつ、管理運
営経費の収支均衡に努める。

スケジュール（経過及び今後展開） その他　特記事項

管理運営経費の収支状況や利用状
況の把握に努め、関係団体と連携し、
さらなる利用促進策を図る。

【経過（～22年度】

H21/ 7月  指定管理者との基本協定
締結
H21/ 12月 本体工事完了
H22/4月  開設
H22/11月下旬 愛称発表

合計 151,678

14,393 12,915

【23年度】 【今後（～24年度】 ※利用料金収入支払分とは、スポーツ施設情報シ
ステムに係る利用料金支払方法の仕組みの中で、
利用者からの施設利用料金を一旦市の歳入として
取り扱い、その後同額を利用料金相当分として指
定管理者に対して支払うもの。

・（財）日本サッカー協会、（社）大阪府サッカー協会との基本合意
書に基づく年間3,000試合相当の誘致を行う。加えて日本代表チームの
練習や全国規模の大会等を誘致していくなど、積極的な活用促進策を
推進していく。
・サッカー振興はもちろんのこと、多種目・多世代にわたるスポー
ツ・レクリエーションの振興を図る。
・大学等との連携事業、ホテル・旅行事業者との連携事業等を通じて
さらなる利用促進を図る。

項目 22年度予算

296,407

その他

管理運営費用 46,402 38,757 施設管理運営費用

600 手数料関係

利用料金収入支払分（※) 90,883 89,635 スポーツ施設情報システムに係る

愛称商標登録関係

利用料金相当分　（下記　その他特記事項参照）

内容・積算等

整備事業費等 154,500 日除け施設、防球ネット、看板等

23年度要求額

事業内容 主な要求内容 （単位：千円）

事業目的

　サッカーをはじめとするスポーツ・レクリエーション活動の振興を図り、市
民の健康づくりや青少年の健全育成を推進するほか、日本代表チームの練習誘
致や全国規模の大会開催を通じて、豊かなスポーツを創造する交流拠点を形成
する。
　また、利用者ニーズに対応したサービスの提供や、経費削減を図るために指
定管理者制度を導入するとともに、民間ノウハウを活用した各種事業の展開、
（財）日本サッカー協会、（社）大阪府サッカー協会とも連携した事業展開を
図り、年間来場者約50万人を目標とし、将来的に管理運営経費の収支均衡をめ
ざす。

　サッカー・ナショナルトレーニングセンター（J-GREEN堺）においては、平成22
年度の年間来場者数が約60万人を超える見込みであり、当初の想定人数を上回る
勢いである。このような状況の中、利用者の安全性の確保並びに利用環境向上の
ため、日除け施設、防球ネットの設置等、施設内に係る環境整備の充実を図る。

全体事業費事業期間 　H22.4.1　～　

サッカー・ナショナルトレーニングセンター管理運営・活用促進事業 平成21年度決算額

関連事業
事 業 費 4,246,248 151,678 296,407

平成22年度予算額 平成23年度要求額

整理番号 07 050 局・課名／　　 市民人権局・スポーツ企画課 (単位　千円)

事 業 名
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